
1995年出上の木簡

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
森
ノ
宮
中
央

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
二
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
田
木
富
慈
美

・
平
田
洋
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
貝
塚

・
集
落

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

森
の
官
遺
跡
は
上
町
台
地
の
東
縁
に
位
置
し
、
縄
文
時
代
後
期
―
弥
生
時
代

中
期
の
西
日
本
で
も
有
数
の
規
模
を
も
つ
貝
塚
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
縄
文
時
代

に
は
河
内
湾
、
河
内
潟
の
内
部

で
あ
り
、
土
器
と
と
も
に
竪
櫛

や
蔓
を
巻
き
付
け
た
石
錘
な
ど

珍
し
い
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

飛
鳥
時
代
に
も
低
湿
地
で
、

居
住
に
関
わ
る
遺
構
は
な
く
、

自
然
に
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
溝
が
検
出
さ
れ
た
の
み
で

あ
る
。
木
簡
⑪
ｌ
①
は
こ
の
溝
か
ら
出
上
し
た
。
七
世
紀
後
半
―
末
の
上
師

器

・
須
恵
器
の
ほ
か
、
斎
串

・
舟
形
な
ど
の
多
量
の
木
製
品
や
馬

・
牛
な
ど
の

獣
骨
も
多
数
出
土
し
、
西
に
位
置
す
る
前
期
難
波
宮
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
る
。

中
世
以
降
も
低
湿
な
場
所
で
あ
り
、
耕
作
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
木

簡
ω
は
石
山
本
願
寺
期
の
導
水
用
と
推
定
さ
れ
る
溝
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
共
伴

遺
物
に
は
少
量
の
青
花

・
土
師
皿
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
＜
米
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

益
泉
卜
愚

②

　

「
＜
□
□
□
粟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
反
∞
愚

①

　

「
＜
□
宅
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（饉
Ｗ
］受
釦
悪

い
　
　

永
二
十
六
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（軽
Ｉ
Ｎ受
卜
露

い
１
け
は
墨
が
薄
く
、
肉
眼
で
は
判
読
で
き
な
い
。
②
の

一
字
目
は

「責
」
、

三
字
日
は

「可
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
意
味
も
通
じ
ず
、
不
明
で
あ
る
。

①
は

「宅
」
と
し
た
文
字
の
前
に
も
墨
の
付
着
が
見
ら
れ
る
が
、
文
字
か
ど
う

か
も
わ
か
ら
な
い
。
い
の
永
正

一
六
年
は

一
五

一
九
年
に
あ
た
る
。
本
願
寺
が

大
坂
に
移
さ
れ
る
直
前
の
年
代
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
大
阪
市
文
化
財
協
会

『森
の
宮
遺
跡
Ⅱ
』
全

九
九
六
年
）

（平
田
洋
司
）

森ち
の の

宮奪
退

跡

(大阪東北部)
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大
阪
。
長
原
遺
跡

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
平
野
区
長
吉
長
原

調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月

発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
清
水
和
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
後
期
旧
石
器
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
原
遺
跡
は
河
内
台
地
の
北
端
部
、
「八
破
台
地
」
と
呼
称
さ
れ
る
台
地
か

ら
平
野
部
に
移
行
す
る
位
置
に
広
が
り
、
旧
大
和
川
水
系
や
羽
曳
野
丘
陵
か
ら

北
流
す
る
旧
東
除
川
な
ど
が
造

り
だ
し
た
複
雑
な
地
形
を
内
包

し
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
遺

構

。
遺
物
は
、
低
位
段
丘
層
に

包
含
さ
れ
る
後
期
旧
万
器

（平

安
神
宮
火
山
灰
降
灰
以
前
）
ま
で

胡
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
原
遺

跡
の
調
査
は
、
働
大
阪
文
化
財

セ
ン
タ
ー
や
長
原
遺
跡
調
査
会
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―
l

(大阪東南部)




